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報告書提出年月日 2020 年 4月 1日 

研究・研修課題名 
第１８回日本医療マネジメント学会島根支部学術集会（これから

の地域医療連携、その人らしさを大切にするケア）への参加 

研究・研修組織名（所属） 医療サービス課 渡 部  晃（医療サービス課） 

研究・研修責任者名（所属） 医療サービス課 渡 部  晃（医療サービス課） 

研究・研修実施者名（所属） 医療サービス課 田邊 誠（医療サービス課） 

 

成果区分 
■学会発表 □論文掲載 □資格取得 □認定更新 □試験合格 

□単位取得 □その他の成果（                             ） 

該当者名(所属)  

学会名(会期・場所)、認定名等 第１８回日本医療マネジメント学会島根支部学術集会 

（2019.9.28 松江市 くにびきメッセ） 

演題名・認証交付元等  

取得日・認定期間等  

診療報酬加算の有無 □加算有（                ） ■加算無 

 

目的及び方法、成果の内容 

①目  的 

当院の地域医療連携を推進する各部署から医療関係職員が、第１８回日本医療マネジメント学会島根支部学術集

会（開催日：２０１９年９月２８日（土）、会場：くにびきメッセ（島根県立産業交流会館）松江市）に参加・発

表し、県内医療関係者との医療連携とネットワーク整備を図る。併せて、本支部役員会事務局として役員会を開

催・運営することを目的とする。 

②方  法 

２０１９年９月２８日（土）に松江市で開催される「第１８回日本医療マネジメント学会島根支部学術集会」に

参加し，本院の取り組み状況を発表するとともに、他医療機関の取組みについての発表を聴講し情報収集を行う。 

③成  果 

当院の地域医療を推進する 23 名が参加し、9 名（詳細は以下のとおり）が当院の取り組みについて発表を行なっ

た。他病院の現状を知り地域連携の構築に関して県内医療従事者との連携を図ることができた。併せて、本役員

会事務局として役員会を開催した。 

 当院の地域連携を推進する職員が参加することで、県内医療関係者との医療連携とネットワーク整備を図るこ

とができた。 

◎ポスター発表 

 １．廣瀬 昌博・・インシデントレポートからみたインシデント自動検知システム開発の必要性 

 ２．遠藤 進一・・インシデントレポートからみた当院における転棟・纏絡事例の分析 

 ３．宮原 善徳・・画像診断報告書未読による医療事故防止に向けた取組み 

 ４．成相 晴美・・要支援妊婦に対する多職種連携の現状と課題 

 ５．春日みゆき・・退院支援スタッフにおける業務役割遂行意識とストレッサー及びサポート 

          第 1 報 役割業遂行意識 

 ６．安田 真紀・・退院支援スタッフにおける業務役割遂行意識とストレッサー及びサポート 

          第 2 報 抱えるストレッサー 

 ７．福田 明美・・退院支援スタッフにおける業務役割遂行意識とストレッサー及びサポート 

          第 3 報 期待されるサポート 

 ８．木村 勇輝・・水晶体線量計による放射線業務従事者の水晶体被ばく線量測定 

 ９．中林 愛惠・・がん相談データと院内がん登録データとのマッチングによるがん患者相談ニーズの研究 


